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「胆道内視鏡治療のコツとpitfall」

序

－安全な胆道内視鏡治療を目指して－

真口宏介＊

要旨：低侵襲性治療の観点から，胆道内視鏡治療はさらに広がりつつある．これらの治

療法は低侵襲的に劇的な効果が得られるが，一方で手技に伴う偶発症が常に問題となる．

重要なことは，正しい適応の選択と確実な手技の習得である．その意味で,手技の標準化，

教育プログラムの作製そして教育機関の充実が重要な課題である．

索引用語：胆道内視鏡治療ＥＳＴＥＰＢＤ内視鏡的胆道ドレナージ

はじめに

最近の機器の進歩，手技の向上により，胆道内

視鏡は診断から治療分野へと大きく発展してきて

いる．その基本は内視鏡的乳頭括約筋切開術(En

doscopicsphincterotomy：ＥＳＴ)'~3)であるが,胆

管結石の治療法として内視鏡的乳頭バノレーン拡張

術（EndoscopicpapillarybaⅡoondilation：

EPBD)4~7)が本邦を中心に行われている．また,閉

塞'性黄痘，胆管炎に対する内視鏡的胆道ドレナー

ジ(Endoscopicbiliarydrainage：ＥＢＤ)8~'１)は日

常診療の中で極めて重要な治療法に位置する．し

かしながら，これらの治療法は低侵襲的に劇的な

効果が得られる反面，手技に伴う偶発症が問題と

なる'2).従って,正しい適応の選択と確実な手技の

習得が望まれる．

胆道内視鏡治療の概要

胆道内視鏡治療の多くは経乳頭的に行われる

が,症例によっては経皮経肝胆道ドレナージ(Per‐

cutaneoustranshepaticbiliarydrainage：

PTBＤ）ルートを介して行う．現在行われている
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表１胆道内視鏡治療法

経乳頭的

内視鏡的乳頭括約筋切開術
（EST）

内視鏡的乳頭バルーン拡張術
（EPBD）

内視鏡的胆道ドレナージ
（EBD）

経鼻胆管ドレナージ
（ENBD）

胆管ステント留置術
(Endoscopicbiliarystenting）

内視鏡的経鼻胆嚢ドレナージ
（ENGBD）

内視鏡的乳頭切除術

（Endoscopicpapillectomy）

経皮経肝的

PＴＣＳ下砕石術

胆道内視鏡治療法について表１に示す.ＥＢＤには

内視鏡的経鼻胆管ドレナージ（Endoscopicnaso-

biliarydrainage：ＥＮＢＤ)と内視鏡的胆管ステン

ト留置術（Endoscopicbiliarystenting）があり，

最近では内視鏡的経鼻胆嚢ドレナージ（Endos‐

copicnaso-gallbladderdrainage：ＥＮＧＢＤ)'3）

も施行されている．さらに，乳頭部腫湯に対する

内視鏡的乳頭切除術（Endoscopicpapil‐

leCtOmy)'4~'6)も新しい内視鏡治療法として登場

してきている．








